
令和６年度鹿児島市小中連携研修会（伊敷グループ）研究のまとめ 

 

鹿児島市立草牟田小学校  

 

１ グループ研究主題 

２ ねらい 

３ 内容 

4 研究の実際 

⑴ 実施日時 

  令和６年６月 24日（月）13：55～16：35 

⑵ 参観授業 

全学級で実施 

草牟田小研究テーマ「分かる・できる・楽しい授業づくりを目指して」に沿っ

た授業づくり 

⑶ 分科会 

各分科会にて，ロイロノートを活用したグループトーキングを実施 

  

「生きる力」を育む教育活動 

～９年間の学びの継続を目指して～ 

 小・中学校の円滑な接続のために，小学校と中学校が連携を深め，９年間の学びの継続

性を追究することを通して，特別支援教育の在り方，確かな学力の育成，並びにいじめ・不

登校等の中１ギャップの課題解決を図ることを目的とする。 

⑴ 「確かな学力の育成」（第１分科会） 

基礎・基本の定着及び活用力育成に向けた各教科の指導法の工夫についての情報及

び意見交換 

⑵ 「生徒指導の充実」（第２分科会） 

積極的生徒指導の視点に立った各校の取組についての情報及び意見交換 

⑶ 「特別支援教育の充実」（第３分科会） 

各校の取組（通常学級の支援が必要な子どもへの対応）に関する情報及び中学校進

学へ向けての意見交換 

⑷ 「特別活動（児童会・生徒会）の充実」（第４分科会） 

各校の取組を通して児童・生徒の活発な活動の工夫についての情報及び意見交換  

⑸ 外国語科部会・養護教諭部会 

各校の取組についての情報及び意見交換 



⑷ 分科会報告 

 ① 第１分科会「確かな学力の育成」 

「確かな学力の育成」 

～基礎・基本の定着及び活用力育成に向けた各教科の指導法の工夫について～ 

現状や課題 今年度の取組について 

（小学校） 

・ＩＣＴの活用により，児童の学習意欲が

高まり積極的に活動に取り組む姿が見ら

れた。 

・自分の考えを表現する力を育む指導の在

り方 

・効果的な書く場や書き方の指導法の共有 

・個に応じた指導の改善・充実 

 

（中学校） 

・学力に不安を抱え，学習意欲を持てない

児童生徒がいる。 

・家庭学習の習慣化や充実が図られていな

い。 

 

 

 

 

○ 基礎基本の定着，及び活用力育成に

向けた各教科の指導法の工夫 

 ・課題の与え方の工夫 

 ・NIEの充実 

 

○ 職員研修の充実 

 ・「想像力」「発想力」を引き出す指導

法 

 ・ICTの効果的な活用法 

 ・学習適応授業について 

 

○ 家庭学習の充実に向けて 

 ・タブレットを活用した学習の充実 

 ・長期休業中の課題の与え方の工夫 

 

協議内容 

○ 学習について 

 ・基礎基本や既習事項の定着ができていない子への対応が必要である。 

 ・テスト週間での見通しを持った学習の進め方を獲得させたい。 

 ・タブレットは目的ではなく，ツールである。目的を明確にして活用するように

したい。（学習に関係のない使い方をする児童・生徒が出ないような取組やしつ

けが必要。） 

 ・基本的な学習態度の確立に向けて，教師自身が授業の始まり・終わりの時間を

守ることや，振り返りの時間の設定などを意識する。 

 

○ 家庭学習について 

 ・学習用具が揃っているかどうかは，子供たちの学力にも影響している。忘れ物

等がないよう，保護者への啓発を図っていく。  

 



 

② 第２分科会「生徒指導の充実」 

「生徒指導の充実」 

～積極的生徒指導の視点に立った各校の取組について～ 

現状や課題 今年度の取組について 

（小学校） 

・友人間のトラブルやいじめ，登校しぶり

などの問題を抱えている児童への対応 

・あいさつを進んでできなかったり，あい

さつを返さなかったりする児童がいる。 

・集会や廊下歩行時に落ち着かない雰囲

気がある。 

・公園での遊び方や，登下校時のトラブル

がある。 

 

（中学校） 

・校内での過ごし方 

・SNSに関するトラブル，情報モラルの低下 

・不登校・不登校傾向生徒への対応 

・いじめ問題への対応 

 

 

○ 積極的生徒指導 

・「あいさつ名人」による指導と自己評

価 

・スクールカウンセラーとの連携 

・いじめアンケートの見直し 

・「よいこのしおり」の見直し 

・あいさつ先手運動 

・いじめの未然防止・解決の徹底 

・落ち着いた廊下歩行 

・いじめ対策委員会 

・MOMタイムの実施 

・「命の大切さを学ぶ教室」の実施 

協議内容 

○ 公園での遊び方，登下校中の交通マナーについて 

 ・公園の看板にボール遊びの禁止が謳われている公園で，ボール遊びをしている児

童生徒が見られる。看板の表記を確認し，ルールに沿った遊び方をしてほしい。 

 ・車道の真ん中を歩いていたり，歩道を数人で横に広がって歩いていたりする例が

挙げられた。何のためにルールがあるのか背景を考えさせたい。 

 

○ タブレットの活用と管理について 

 ・タブレットの活用は進んできているが，故障等のトラブルも見られる。活用と管

理の仕方について再度話をしていきたい。 

 

 

 

 

  



③ 第３分科会「特別支援教育の充実」 

「特別支援教育の充実」 

～各校の取組を通して児童・生徒の活発な活動の工夫について～ 

現状や課題 今年度の取組について 

（小学校） 

・支援を必要とする児童や学級が増加し，

児童一人一人への対応の難しさがある。

支援員の計画的な配置が必要。 

・自立活動の授業の充実が必要。 

・保護者の願いと，学校で必要だと感じる

指導や進路にずれが生じる場合がある。 

・支援の必要な児童保護者への継続的な

教育相談を行い，児童の困り感について

共通理解している。 

・交流学級の担任との連携 

 

（中学校） 

・自立活動を通して，個に応じた課題の取

組や課題解決をすることができた。 

・配慮や特別な支援が必要な生徒が増加

し，対応が多様化してきている。 

・時間を守ることの大切さや，身だしなみ

等の生活習慣を身に付けていく必要が

ある。 

・本人，保護者に対してのキャリア教育や

進路学習を早くから考えていきたい。 

○ 校内での取組について 

・特別支援委員会（月１回）で，特別な

支援が必要と考えられる児童につい

ての共通理解を図る。 

・学年ごとにファイルを作成し，全職員

が共通理解できるようにする。 

・保護者との共通理解を図る。 

・個別の支援計画，個別の指導計画の作

成と引継ぎを行う。 

・支援学級間での合同授業の実施 

・特別支援教育支援員との連携 

 

○ 保護者との共通理解 

・保護者との教育相談を行い，指導や支

援についての共通理解を図る。 

・必要な児童について専門機関への受

診や利用を進める。 

 

○ 特別支援学校や児童クラブ，放課後

デイサービスとの連携 

・特別支援学校との交流学習 

・個別の支援計画を活用することで，支

援機関との共通理解を図る。 

・児童も保護者も安心して放課後を過

ごせるようにする。 

協議内容 

○ 校内での取組について 

 ・交流学級と学習の進め方や時間割変更等の細やかな連携や意見交換を行う。 

 ・今後も個別の指導計画の活用や共有，小中連携を図っていきたい。 

 ・校内研修への学校間の相互参加や情報交換を行いたい。 

○ 外部との連携について 

 ・継続的・計画的な指導ができるよう適切な連携を進めていく。 

 



④ 第４分科会「特別活動（児童会・生徒会）の充実」 

「特別活動（児童会・生徒会）の充実」 

～各校の取組に関する情報及び中学校進学へ向けて～ 

現状や課題 今年度の取組について 

（小学校） 

・代表委員会，委員会活動，集会活動等を

実施しており，運営委員会の児童を中心

に準備運営を行っている。 

・全ての児童が自主的に取り組むための

工夫や，一人一人が実感を伴う活動の在

り方について検討していく必要がある。 

 

（中学校） 

・三大伝統（門礼・黙想・朝作業）の継承 

・週番活動の活性化 

 →達成率を発表することで，生徒が振

り返ることができる。 

・一人一役で生徒が考えながら行動する

ことにつながっている。 

・生徒会活動の充実 

 

 

 

○ 教育課程に基づいた特別活動の実施 

・生活上の問題点を基にした議題設定 

・特別活動における資質や能力の育成 

・各委員会の組織的な行動計画策定と

実行 

・代表委員会と学校保健委員会を同時

に実施し，参加しない児童については

それぞれの委員会活動を行う。 

 

○ 児童総会・生徒総会について 

・各学級で意見を集約したり，指名なし

発表を取り入れたりするなど建設的

な話し合いになるよう工夫している。 

・各専門部の取組状況を発表し，それぞ

れの活動の目的を共通理解する場と

する。 

  

協議内容 

○ 委員会活動等の常時活動について 

・自主的な取り組みや積極的な参加をする児童が少ないことに加えて，委員会の時

間の確保や活動内容の工夫が難しい。一人一人の成就感・達成感を味わえる実践

を工夫する必要がある。 

 

○ 自己肯定感を育む係活動や委員会活動の実践について 

・発達段階に応じた係活動の実施をしていく。 

・新しい人間関係を作るような仲間づくりを定期的・構成的に行うことで活動が活

性化するのではないか。 

・リーダーとして挑戦しようとする児童・生徒の育成や見届けが必要である。 

 

 

 



⑤ 外国語科部会「小学校英語と中学校英語のつながり」  視点： CAN DOリス

トの活用 

小学校英語，中学校１年生の英語，それぞれの現状と今後の取り組み 

１．CAN DOリストは中学校の先生と連携して作成している。改めて活用方法を共通理

解した。 

 

２．6年生は，中学校の先生に入ってもらい，中学 1年生との英語のつながりを意識し

た授業づくりを行っている。5，６年生は，見て書き写す時間が十分でないため，文

字と音のつながり理解できていない児童もいる。また，中学校でも書くことに時間

がかかっているので，小学校のうちから積極的に書き写す時間を取る。 

 

３．中学校では，小学校で出てきた単語を復習する時間が取れないので，小学校でその

都度読む練習をして定着させる。 

 

４．AEAの先生に入ってもらうタイミングを悩んでいる先生が多いので，６年生の授業

を参観して参考にしたい。また，既習事項を振り返る時間がなく，学習内容を忘れ

てしまうことがあるので「small talk」を活用し，タブレットでいつでも繰り返し

練習できるようにする。 

 

５. 発表が自主的にできるように，発表したらポイントがたまるという方法を実践して

いる。手を挙げる回数が多くなったので，続けていく。 

 

 

 

 

 


